10　日記　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなもとの),源)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いえ),家)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),長)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にっ),日)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),記)　主のいないすみかの梅　着眼点　文法　識別②　「に」の識別

　次の文章は、源家長が亡くなった eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょく),式)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),子)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ない),内)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),親)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のう),王)（ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さい),斎)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いん),院)）のことをしのんでつづった日記の一部である。
斎院 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),亡)せさせ給ひⓐにし前の年、①百首の歌たてまつらせ給へりしに、「軒端の梅もわれを忘るな」と侍りしが、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おほ),大)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),炊)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どの),殿)の梅の、次の年の春、心地よげⓑに咲きたりしに、②「今年ばかりは」とひとりごたれ侍りし。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),一)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とせ),年)弥生の二十日頃ⓒに、御 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まり),鞠)あそばさせ給ふとてにはかに御幸侍りしに、庭の花跡もなきまで積もれるⓓに、松にかかれる藤、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まがき),籬)の内の山吹、心もとなげに所々咲きて、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みやう),名)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がう),香)の香の花の匂ひに争ひたるさま、御持仏堂の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かう),香)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),香)も劣らずにほひ出でて、㋐世を背きける eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すみか),住処)はかばかりⓔにてこそは住みなさめと、㋑心にくく見え侍りき。もの古りたる軒に、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しのぶ),忍)・わすれ草みどり深くしげりて、③新しく飾れるよりもなかなかにぞ見え侍りし。いくほどの年月もへだたらで、主なき宿も見るぞかなしく、涙もとどまらずおぼゆる。
語注

大炊殿＝式子内親王が晩年を過ごした住居。

一年＝先年。ある年。

御幸＝後鳥羽院が大炊殿を訪ねたことをいう。

名香の香＝すぐれた香のかおり。

持仏堂＝仏像を安置する堂。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入よ。

［　　　　］が亡くなる前の年、蹴鞠をするというので後鳥羽院が［　　　　　　］を訪れた時には、香や［　　　］の香りがあいまっている様がたいへん心ひかれる様子であった。しかし、主のいないすみかの様子が［　　　　　　　　］感じられ、［　　　］も止まらない思いである。
問二　波線部ア・イの意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉

㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ａ～ｅの文法的説明を選べ。　〈1点×5〉

ア　格助詞　　　　　　　　イ　接続助詞

ウ　断定の助動詞　　　　　エ　完了の助動詞

オ　形容動詞の活用語尾　　カ　ナ変動詞の活用語尾

キ　副詞の一部

ⓐ［　］ⓑ［　］ⓒ［　］ⓓ［　］ⓔ［　］
問四　識別②「に」の識別

　次の傍線部の文法的説明を、問三の選択肢から選べ。　〈1点×4〉

１　いつしかと待つらむ妹に玉梓の言だに告げず去にし君かも　（万葉集）

２　小式部これより歌詠みの世に覚え出で来にけり。　（十訓抄）

３　「げに今日のけしきにいとようあひたる、……」　（枕草子）

４　よき人の、のどやかに住みなしたる所は、さし入りたる月の色も、ひときはしみじみと見ゆるぞかし。　（徒然草）

１［　］２［　］３［　］４［　］

問五　傍線部①を現代語訳せよ。　〈8点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問六　傍線部②は、「深草の野辺の桜し心あらば今年ばかりは墨染めに咲け」という和歌を踏まえている。傍線部の解釈として最も適当なものを選べ。　〈10点〉

ア　今年はどうしても美しい梅の花を見たい。

イ　今年だけは梅も斎院の喪に服してほしい。

ウ　今年の梅の香りが斎院にも届いてほしい。

エ　今年くらいは桜も梅に遠慮してほしい。

オ　今年くらいは斎院を忘れないでいよう。

〔　　　〕

問七　傍線部③とあるが、どういうことか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
【解答】
問一　［斎院］が亡くなる前の年、蹴鞠をするというので後鳥羽院が［大炊殿］を訪れた時には、香や［花］の香りがあいまっている様がたいへん心ひかれる様子であった。しかし、主のいないすみかの様子が［かなしく］感じられ、［涙］も止まらない思いである。
問二　㋐＝出家する　㋑＝奥ゆかしい・心ひかれる　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝エ　ⓑ＝オ　ⓒ＝ア　ⓓ＝イ　ⓔ＝ウ　〈1点×5〉
問四　１＝カ　２＝エ　３＝キ　４＝オ　〈1点×4〉

問五　百首の歌を差し上げなさった時に、　〈8点〉

［別解］百首の歌を差し上げなさったところ、

問六　イ　〈10点〉

問七　大炊殿の古びた様子が、新しく飾るよりもかえってすばらしく思われたということ。（38字）　〈15点〉

【補充問題】

問１　「ひとりごたれ侍りし」（２行目）を現代語訳せよ。

問２　「世を背きける住処(すみか)はかばかりにてこそは住みなさめ」について、

(1)現代語訳せよ。

(2)「かばかり」が指す内容を本文中から抜き出し、最初と最後の五字を答えよ。

問３　本文の内容として適当でないものを一つ選べ。

ア　斎院の歌の中に「梅も私を忘れず咲け」というのがあったが、斎院が亡くなった年の春に梅が心地よさそうに咲いたことに胸を痛める。

イ　大炊殿で蹴鞠が行われた時に桜が散り積もる中で、藤や山吹の匂いと香の香りがあいまってすばらしかった。

ウ　花のにおいが持仏堂の香の香りと競い合うように合わさっているのは、出家をした者の住まいとしてとても奥ゆかしく感じた。

エ　蹴鞠が行われたころの大炊殿の様子はとても奥ゆかしいものであったので、すでに出家をした自分の住みかもこの大炊殿のようにしてみたい。

オ　蹴鞠が行われたころは大炊殿も非常に奥ゆかしい様子であり、斎院が亡くなった後の大炊殿を見るのがとてももの悲しく感じる。

【補充問題解答】

問１　思わず（自然と）つぶやきました。
問２　(1)出家をした（者の）すみかはこれほどにして住むのがよい。

(2)庭の花跡も　〜　にほひ出で
問３　エ
